








1918

　基本目標達成に向けて実施項目を着実に推進していくために、策定に関わった委員等を中

心に『推進委員会』を設置し、具体的な取り組みへの関与と計画全体の進捗状況の確認・評

価などを行います。

　その進め方については、原則として年度ごとに計画（Ｐlan）→実行（Ｄo）→点検・評価

（Ｃheck）→見直し・改善（Ａction）のＰＤＣＡサイクル（右図参照）により行い、実情に

応じた弾力的な進行を行います。また、計画５年目には次期計画の策定が予想されることか

ら４年目に全体評価に着手するなどし、次期計画策定作業への意見反映を行います。
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　第４次中川区地域福祉活動計画の策定にあたり、策定委
員会を設置し、その下に作業部会を組織しました。
　多様な主体の意見反映と合意形成をはかるため、作業部
会長（大学講師）の他、地域住民から12名（公募）、福
祉関係機関・団体から12名の計25名の構成としました。

　初回の作業部会では、中川区がどんなまちになったら良いか、自由に意見交換しました。その一
例は次のとおりです。

Ⅲ 計 画 策 定 の 過 程

ひとり暮らしになっても安心して暮らせるまち
困りごとや悩みを発信できる
どの方とも障壁のないバリアフリーな関係がある
子どもたちを地域で育てるまち
みんなで支えあえるまち

みんなで『夢』を語る1

　少子高齢・人口減少社会と叫ばれている今日、介護や保育・育児などの福祉ニーズが増大する一
方、労働人口の減少などから、それに対応する福祉・介護人材の不足が深刻な課題とされていま
す。加えて、就労形態の変化や高年齢者の雇用促進などによって、地域福祉活動の担い手の減少が
進んでいると言われています。
　作業部会では、他にも以下のような地域社会の変化があることを共通認識しました。

家族構成の変化（単身化）
地域における人間関係の希薄化
福祉ニーズの多様化、複合化
分野別の制度、サービスによる支援の限界

地域福祉を進めるにあたっての課題認識2

中川区は、人口が総数219,962名、100,080世帯（2019年4月1日公簿人口）、面積が32.02ｋ㎡、い
ずれも市内２位の規模で、区役所支所（富田支所）が設置されています。また、多くの河川・用水が
流れる平坦な土地であり、東部は商業・住宅・工業地域、中部・西部は住宅・農業地域に大別でき
ます。

　このような地域性は議論でも反映され、孤立しないよう身近な人とのつながりや様々な想いや意
見を受けとめる人材・場所をつくっていくのか。また、災害や犯罪、交通事故から人々（特に社会
的弱者）のいのちや生活を守っていけるのか。区全体の画一的な取り組みよりも、小学校区や近隣
などの身近な地域が主体的に発展できるような仕組みづくりについて活発な話し合いが行われまし
た。
　話し合いは、Ａ『孤立しない生活、近隣のつながり』、Ｂ『場づくり・人づくり』、Ｃ『健康・
予防・安全』の３グループに分かれて行い、本計画が目指す基本目標の策定につながりました。

基本的な目標づくり3

　計画期間が異なっても、誰もが安心して生活できる住
みよいまち実現への想いは変わりません。第3次計画を
推進する委員との合同会議を設け、これまでの計画で積
み上げたノウハウや今後も発展が期待される取り組みを
共有し、熱い想いを受け止めました。

『孤立しない生活、近隣のつながり』グループでは、孤立しているかどうかに関
わらず、日頃から近隣者と意識的にコミュニケーションを図る人材を指す言葉と
して、〝世話焼きさん″という言葉が使われました。最終的にこの言葉は採用さ
れませんでしたが、「多少おせっかいと感じられても、一歩踏み出してつながる
」というニュアンスが感じられます。単身世帯化が進む地域の中では、このくら
いの積極性があったほうがよいのかもしれません。

第３次地域福祉活動計画からの継承4

第1回作業部会の様子

トピックスA 「地域の世話焼きさん」

『場づくり・人づくり』グループでは、一昔前の“縁側”のような、人と人と
がゆるやかに行き交う、ぬくもりのある場所が地域に増えることを目指したいと
いう話がありました。しかし、現在は“縁側”のある家屋も減り、若い世代の
方々も同じようにイメージできるのかという疑問も生まれ、“縁側”に近いイメ
ージが持てるように、ふらっと立ち寄れる、開かれた場所“オープンカフェ”と
いう言葉を使用することにしました。

トピックスB 「縁側？」それとも「オープンカフェ？」

第３次地域福祉活動計画推進委員会との
合同会議の様子
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　地域福祉推進協議会（＊5）を対象にしたアンケートを参考に、身近な地域で求められる福祉活動
について検討しました。

地域福祉推進協議会アンケート5

　各実施項目は基本目標を達成するためにあり、それぞれが進展するとともに、全体が連動しなが
ら、効果的に進めていく必要があることを確認しました。

実施項目の連動性7

（＊5）地域福祉推進協議会・・・住民が主体となって福祉のまちづくりを進めるため小学校区単位に設置されている団体。

※「地域福祉推進協議会向け地域福祉に関するアンケート」平成30年3月実施。
　選択式設問にて回答の多かった上位３項目のみ表示しています。

Q  現在、お住まいの地域で、特に支援が必要と感じるのはどんな方々ですか？

ひとり暮らしの高齢者　（23.6％）
高齢者のみの世帯　　　（19.4％）
家族等を介護している方（12.5％）

Q  今後、誰もが暮らしやすいまちにするため、優先して取り組むとよい活動・支援はどれですか？

ご近所での支えあい　　（14.7％）
近隣の見守り・安否確認（12.5％）
ご近所づきあいの活性化（9.8％）

　計画（案）を作成するにあたり、窓口・ホームページ・イベント等を通じて、広く住民等に意見
及び情報を募り、計画策定の参考としました。

　身近な人とのつながりがこれからは特に大切である。
ひとり暮らしの孤独を減らし、いつまでも住み慣れた地域で生活でき、困った時に

　相談できる場があれば、生活が維持できると思う。
　サロンのような拠点がたくさんあれば、人も集まりやすいし、行きやすくなる。
　それを維持していくためには公私の組織が円滑に連携することが不可欠。
　地域の活性化と福祉活動の向上に向けて、地域住民全員の協働が必要と思われる。

計画（案）への意見・情報募集6

Q  この計画で暮らしやすいまちになると思いますか？

Q  自由記述欄に記載のあったもの

なる　　　　　　　63
多少なる　　　　　74
あまりならない　　 5

38%

45%

3% 14%

なる 多少なる

（回収165件、有効回答142件（86％）

（作業部会資料抜粋）● 1『地域の応援団づくり』　連動イメージ例

● 2『地域のえんがわ』づくり　連動イメージ例
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● 委員長 ● 副委員長

等体団属所名氏

● 汲田 千賀子 同朋大学社会福祉学部　社会福祉学科専任講師  

● 鈴木  裕 学識経験者（元民生委員児童委員連盟区支部長）  

水野 武男 民生委員児童委員連盟区支部長（春田民児協会長）  

早瀬 房紀 区政協力委員協議会議長（常磐学区区政協力委員長）  

馬渕 千之 学識経験者（名古屋掖済会病院名誉院長）  

鏡味 栄男 区政協力委員協議会副議長（広見学区区政協力委員長）  

布目 幸二 区政協力委員協議会副議長（五反田学区区政協力委員長）  

伊藤 緋奈子 民生委員児童委員連盟区支部副支部長(昭和橋民児協会長)  

西川 昌彦 民生委員児童委員連盟区支部監事(正色民児協会長)  

寿台 順章 中川区保育協会会長

渡邊 理惠子 中川区障害者基幹相談支援センター長

犬飼 重夫 中川区子ども会連合会長

清水  宏 中川区老人クラブ連合会長

小島 みどり 子育て支援グループじゃんけんぽん

前田 美智子 中川区地域女性団体連絡協議会長

鈴木 達郎 中川区保健福祉センター福祉部長

荒川 浄信 常磐民児協副会長、ご近所ボランティアコーディネーター
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（統計なごやweb版より）

１． 中川区の年度別総人口・世帯数・平均世帯人員の推移

２． ひとり暮らし世帯の状況

３． 子どものいる世帯の状況

４． 障害者手帳所持者数
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作業部会委員名簿 

会議等開催一覧 

● 部会長 ● 副部会長

氏名 所属団体・活動内容 WG

● 汲田 千賀子 同朋大学 社会福祉学部 社会福祉学科 講師 ―

早瀬 房紀 区政協力委員協議会議長（常磐学区区政協力委員長）、 
少年補導委員、保護司 C 

佐藤 美惠子 民生委員児童委員協議会 会長（戸田学区） A

● 荒川 浄信 民生委員児童委員協議会 副会長（常磐学区）、
ご近所ボランティアコーディネーター A

菊池 由春 区政協力委員（五反田学区）、認知症予防リーダー、  
ご近所ボランティアコーディネーター B

大矢 稔 中川区身体障害者福祉協会 会長 B

● 高橋 三佐登
公
募
委
員

関
係
機
関

中川区手をつなぐ育成会 会長 C

下田 豊子 なかがわ災害ボランティアネットワーク 代表 C

● 福谷 佳子 コープあいちくらしたすけあいの会、
食育ボランティア「結い」 B

高木 千里 子育て支援ボランティア バトンタッチ A

伊藤 典子 中川鯱城会・市民後見人 A

兵藤 洋子 傾聴ボランティア C

犬飼 諒子 なごやかクラブ会長、
みつば会体操プログラムリーダー B

野田 茂 中川区保健福祉センター民生子ども課
民生子ども係長 B

古地 大祐 中川区役所総務課 防災担当主査 C

岡 大樹 中川区保健福祉センター福祉課
地域包括ケア推進担当主査 B

熊田 みどり 中川保健センター保健予防課 
保健看護担当主査 C

富田 和久 中川福祉会館館長 C

根岸 恵子 中川児童館館長・多世代学びあいネットワーク B

石川 由紀 中川区東部いきいき支援センター 所長 A

服部 幸和 中川区障害者基幹相談支援センター A

谷口 良美 正色保育園 園長 A

栗本 文代 まつかげシニアホスピタル
認知症疾患医療センター C

小林 眞弓 なごや子ども応援委員会中川ブロック
（スクールソーシャルワーカー） A

秋田 奈巳 地域つながるネットワーク“ぐるり”
（子育て支援拠点：ゆるぽか） B

１  策 定 委 員 会  

２ 作業部会 

回 時 期 内 容

第１回 平成 30 年 
３月 12 日(月)

・策定委員顔合わせ 
・策定委員会委員長の選任 

第２回 12月 11 日(火) ・作業部会の検討状況の報告（中間報告） 

第３回 平成 31 年 
３月 15 日(金)

・作業部会の検討状況の報告 
・推進体制の検討 ・計画の策定 

回 時 期 内 容

第１回 平成 30 年 
４月 26 日(木)

・委員顔合わせ 
・｢中川区がこんなまちにしたい！｣意見出し 等 

第２回 ５月 28 日(月) ・ＷＧ（ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）のリーダー決定

第３回 ６月 28 日(木) ・課題整理 
・調査等（福祉アンケートの分析、第３次計画推進 

委員会との合同会議の開催等） 
・地域住民と関係機関の役割分担の整理 など 

第４回 ７月 26 日(木)

第５回 ８月 30 日(木)

第６回 ９月 13 日(木) ・テーマに沿って、課題や取り組みについて検討 
・各ＷＧの検討内容のまとめ 
・行動指針・実施計画の作成 
・策定委員会報告（中間報告）の調整 

第７回 10 月 29 日(月)

第８回 11 月 26 日(月)

第９回  平成 31 年 
１月 21 日(月)

・各ワーキンググループの検討内容のまとめ 
・全体的な構成と基本的な骨格の整理 

１月 16 日（水）～ 
２月 15 日（金） 

・活動計画（案）に対する意見募集 
（ホームページ等を通じ区民等からの意見募集） 

第 10 回 ２月 18 日（月） ・区民等からの寄せられた意見の検討 
・策定後の推進体制及び活動計画（案）の最終調整 

統　計　資　料
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５. 学区別人口等一覧

（2019 年 4月 1日現在）

学区名 人口 (人 )
年少人口 高齢者人口

世帯数 推進協
設立月

給食サービス
開始月人数（人） 人口比（%） 人数（人） 人口比（%）

広見 4,011 279 7.0 873 21.8 2,823 H2.12 H2.12

露橋 6,565 679 10.3 1,743 26.5 3,367 S59.9 S59.9

八熊 9,355 786 8.4 2,539 27.1 5,316 H4.11 H6.4

八幡 13,760 1,660 12.1 3,813 27.7 6,147 S60.6 S59.5

愛知 7,025 640 9.1 1,885 26.8 3,592 H4.1 H4.1

常磐 17,644 2,187 12.4 3,542 20.1 8,748 H6.7 H7.4

篠原 10,129 1,382 13.6 2,284 22.5 4,382 H13.5 H10.4

昭和橋 10,332 1,234 11.9 2,888 28.0 4,539 H5.6 H5.6

玉川 5,925 802 13.5 1,309 22.1 2,706 H5.8 H5.12

野田 11,573 1,384 12.0 2,624 22.7 5,791 H2.3 H2.3

荒子 21,601 2,505 11.6 5,511 25.5 10,018 S59.12 S59.4

中島 10,787 1,214 11.3 3,052 28.3 4,940 H4.1 H10.4

西中島 7,004 822 11.7 1,931 27.6 3,072 H4.1 H16.4

正色 3,871 364 9.4 1,500 38.7 1,595 H11.9 H12.10

五反田 8,701 1,270 14.6 2,028 23.3 3,526 H11.5 H11.10

戸田 9,554 1,514 15.8 2,200 23.0 3,682 H11.8 H15.11

春田 8,461 1,040 12.3 2,023 23.9 3,595 H7.9 H11.11

豊治 10,527 1,504 14.3 2,199 20.9 4,191 H5.3 H23.4

長須賀 8,106 1,059 13.1 1,592 19.6 3,501 H12.12 H24.5

西前田 4,185 597 14.3 1,034 24.7 1,785 H11.11 H24.10

万場 7,633 1,015 13.3 1,710 22.4 3,273 H5.9 H30.10

千音寺 11,167 1,680 15.0 2,395 21.4 4,593 H4.3 H6.6

赤星 7,575 1,012 13.4 2,237 29.5 3,015 H4.3 －

明正 4,201 559 13.3 1,221 29.1 1,883 H2.10 H2.10

中川区 219,692 27,188 12.4 54,133 24.6 100,080

名古屋市 2,289,598 285,893 12.5 567,280 24.8 1,116,259

～ 和
わ

輪
わ

話
わ

 わっ！！と みんなでつくろう支えあいのまち ～

2019年５月発行  1,000冊

人法祉福会社：行発 名古屋市中川区社会福祉協議会
〒４５４－０８７５　名古屋市中川区小城町１－１－２０

中川区在宅サービスセンター内
TEL：３５２－８２５７　FAX：３５２－３８２５

E-mail  nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
ホームページ  http://www.nakagawashakyo.jp
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社会福祉法人　名古屋市中川区社会福祉協議会
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中川区在宅サービスセンター　

あおなみ線「荒子」・市バス「荒子駅」下車……………南へ徒歩約８分
あおなみ線「南荒子」・市バス「南荒子駅」下車………北へ徒歩約5分
市バス「荒子観音」下車 ……………………………………徒歩約4分

（「西部児童相談所」と合築）（「西部児童相談所」と合築）
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中川区社会福祉協議会とは
社会福祉法で位置づけられた中川区の地域福祉を推進する団体です。

地域の区政協力委員会、民生委員児童委員協議会を

はじめ地域の各種団体、ボランティア、施設などを

会員とし、地域住民の皆さんと協力しながら

誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりに取り組んでいます。
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